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７   会議の概要  

委員長    ただいまから、議会運営委員会を開会いたし

ます。 

〔傍聴の申込み（３名）を許可〕  

      〔報道機関のテレビカメラ撮影を許可〕 

委員長    まず、委員会記録の署名委員に髙田  真里委

員、髙道委員を指名いたします。  

本日の協議事項は、お手元に配付のとおりで

あります。  

初めに、協議事項１番目、令和元年６月定例

会で本委員会に付託され、継続審査となって

おります 

令和元年分請願第５号  議員の政治倫理に関

する条例制定の請願 

を議題といたします。  

請願文書表は、お手元に配付のとおりであり

ます。 

それでは、審査に入ります。  

本請願について御意見等はありませんか。 

高田 重信委員 この請願につきましては継続審査とさせてい 

ただいておりましたが、この間、勉強会など
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もさせていただきながら、請願の願意  政治

倫理の条例について、勉強会後に会派として

も各地方都市の条例もいろいろと勉強しなが

ら進めてきました。 

そうした中で、先般の各派代表者会議におき

まして、倫理については新しい取組も含めな

がら富山市議会としての独自の考え方もある

ため、部会を設けたらどうかという提案をさ

せていただきました。そのときの結論として

は、倫理に関することについては議会改革検

討調査会で協議しましょうということになり

ました。 

また、必ずしも条例という形になるのかどう

かということも含めまして、我が会派として

は議会改革検討調査会にお任せしたいと思い

ますので、この請願については不採択とさせ

ていただきたいと思います。  

東委員    社民党会派としては、この請願が出ました昨

年６月からずっと採択しようと、賛成の立場

でやってまいりました。今、自民党会派から

意見が出ましたけれども、半年もたっている

のにずっと継続審査ということではなくて、

しっかりと採択すべきというふうに考えます。 

佐藤委員   この請願の理由の３番目にもありますが、私
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ども公明党会派が２０１７年（平成２９年）

に真っ先に倫理条例の制定を提案した会派で

ございます。 

今ほど高田  重信委員がおっしゃったとおり、

基本的には政治倫理については議会改革検討

調査会でいろいろと議論をしていくという流

れで、先般の各派代表者会議でも改めてこれ

について取り上げて、公明党としてもう一度、

議会改革検討調査会で丁寧に議論をしようと。 

現状の倫理につきましては大変恥ずかしい話

ですが、議員辞職勧告決議を可決しながらも

いまだに辞職をしていない議員もいるという

のが現実でございます。 

いずれにしても、全ての会派、議員が一致し

てこれを構築するという丁寧な議論を求める

ものでございますので、現状としてようやく

もう一度再検討をという流れで、議論がテー

ブルに乗ったところです。この請願の願意は

よくわかりますけれども、改めて我々議会の

流れを見守っていただきたいという思いで、

継続審査でお願いします。 

委員長    今ほど、本請願を継続審査としてはどうかと

の御意見がありました。 

そこで、継続審査についてお諮りいたします。 

本請願を継続審査とすることに賛成の諸君の
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挙手を求めます。  

〔賛成者挙手〕  

委員長    挙手少数であります。 

よって、本請願を継続審査とすることは否決

されました。 

      これより、令和元年分請願第５号の討論に入

ります。 

討論はありませんか。  

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

それでは、令和元年分請願第５号についてお

諮りいたします。  

      本請願は、採択することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

 〔賛成者挙手〕  

委員長    挙手少数であります。 

      よって、令和元年分請願第５号は不採択とす

ることに決定いたしました。  

      以上で、本委員会に付託されました請願の審

査を終了いたします。  
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      次に、協議事項２番目、今定例会において新

たに本委員会に付託された 

令和２年分陳情第２号  政務活動費の趣旨・

性質・運用指針などにつき「市民との意見交

換会」開催に関する陳情 

を議題といたします。  

      陳情文書表は、お手元に配付のとおりであり

ます。 

      まず、事務局に陳情文を朗読させます。 

事務局    〔陳情文を朗読〕 

委員長    それでは、審査に入ります。 

      本陳情について御意見等はありませんか。  

江西委員   本陳情の趣旨に書いてありますが、「平成２

９年３月政務活動費の運用指針を策定されま

した」ということからスタートしますので、

現在の運用指針についてのことであります。

現在の政務活動費の運用指針について、政務

活動費の交付に関する条例と政務活動費の運

用指針の手引きを平成２９年６月に改正した

こと、また平成３０年３月に改正したことに

ついては、ホームページでそれぞれ公開され

ています。また、収支報告書と領収書等の証

拠書類も大変時期遅れですけれどもインター
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ネットで公開されています。  

実は、私は令和２年２月２３日にこの陳情人

が主催されている「市議会をもっと知ろう（  

第４回）」に、同じ会派の議員もう１名と参

加してまいりました。ところが、参加した市

民の方から、大変厳しいという運用指針をつ

くっているけれどもいろいろな指摘を受けた

こと、また月額１５万円の政務活動費を使い

切っているといまだに誤解されている方が大

変多くおられて驚いた次第です。  

平成２９年３月に策定した政務活動費の運用

指針については、まさに私どもの会派の中で

も補欠選挙以降は本当に一生懸命、厳しい運

用指針をつくってやってきたというふうに考

えております。もともとは政務調査に係ると

ころから拡大されてきたものですけれども、

現状ではそれを大変厳しく、それに限定した

ものと思っておりまして、現在報告している

書類等も全て公にして、１件１件全て説明し

たいぐらいの気持ちでおります。  

ただ、私どもがこれを進めていく中で、現在

の運用指針を守れていないのではないだろう

かという疑義を出したことが今までに何度か

あります。市民の皆さんに、逆に私どものほ

うからお願いして、私ども自民党会派はどう

いうふうに考えてこのように厳しい運用指針
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をつくって、どういう思いでまとめてきてい

るのか、どうやって調査研究費やそれぞれの

費目の支出をなるべく少なくするように努力

をしてきたのか、それがどのように守られて

いるのか、全会派どのようになっているのか。 

そういったことを市民との意見交換の場でぜ

ひお話しさせていただきたいと思いますので、

この陳情に関しては採択いただけないものか

なと思っております。  

押田委員   私も江西委員に賛同する立場でお話させてい

ただきます。 

市民の方から、政務活動費について教えてい

ただきたいという意見がありました。議会だ

よりの一番後ろのページで政務活動費の特集

を組んでいるものを見て、とある会派が政務

活動費の支出で事務員に対して７０％もの支

出をしていると、これは一体どうなっている

のかという素朴な疑問を投げかけられました。

また、ほかの方からも、今までの報道にはな

いけれども自民党はいまだに政務活動費を使

い切っているのかといった厳しい声がありま

した。 

この点について言ってみれば、自民党は本来

１人当たり年間１８０万円を使える中で、1

人当たりの支出額は７４万７，０００円です。
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一番多く使用している会派は１８０万円中１

５１万６，０００円程度使っているというこ

とをお伝えして、かなり驚かれたことがあり

ます。 

今言われた意見交換会などがあれば、実際の

使い方や過去のイメージではない真実の使い

方というものの御説明がかなりできることか

ら、いい機会になるのではないかというふう

に思っております。かなり関心があることは

間違いないと思っております。 

東委員    陳情の理由や今ほどの意見の中にもありまし

たけれども、インターネット等でかなりのも

のを見ることができるようになってきました

が、やはり実際に話し合う中で新たな疑問が

出たり、会話することで市議会議員と市民の

皆さんの信頼関係を深めていくということは

大変重要だというふうに考えますので、この

陳情に賛同いたします。 

高田 重信委員 自民党の委員からちょっと意見が出ました。 

ここで言うと自民党で意見が分かれていると

いうことになるかもしれませんが、今ほどの

陳情に対しましては、いろいろなところで説

明責任も果たしてきているという自負もあり

ますし、いろいろな改革も行ってきたという
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形の中で、そして先般の政務活動費のあり方

検討会においても、各派の代表者がいろいろ

話し合った中で、統一した見解をなかなか見

いだせないというのが今の市議会の現状だと

思っています。  

そのような中で意見交換会をすると、どの会

派がどういった形でどのようにやっていくの

か。どこが主導権を持ってやっていくのかと

いうことをまとめるのは不可能だと思ってお

りますし、ましてや先般の議会だよりの政務

活動費の特集を見ますと、おのおのの会派が

政務活動費の在り方というものをもう一度し

っかり勉強しない限り、市民に対する意見交

換会というのは、甚だ難しいものだと思って

おります。  

先ほど江西委員が言われましたが、自民党と

しては、まずは自民党で意見交換会をしっか

りと行うべきだと思っておりますので、先ほ

ど２人が意見を言いましたけれども、そこも

ちょっと考えていただいて。自民党としては

この陳情を不採択にしたいと思います。 

佐藤委員   公明党としての意見を述べさせていただきま

す。  

先ほど江西委員からお話がありましたとおり、

私も陳情人の方のいわゆる意見交換会に参加
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してまいりました。 

そこで大変恐縮なのですが、陳情の趣旨に「  

広く公表されていません」とありますが、ま

ずそのようなことは決してないということ

と、「使途の透明性を確保する」とあります

が、先ほどの江西委員の意見と同じく、明確

に誰でも見れるような体制をつくらせていた

だきました。 

そして、何よりも今、高田  重信委員が話さ

れたように、この陳情の理由の中に、「運用

指針を作ったからそれで良しという消極的な

」とありますが、私は政務活動費のあり方検

討会の座長として、今現在も一生懸命ブラッ

シュアップをしているところであります。 

陳情人は先般の検討会も傍聴されていたと思

いますので、そういったことは十分理解して

いただいているものと思っています。この陳

情の文言等については残念ながら幾つか  議

会改革に努めるべきであるとありますが、議

会改革を現在一生懸命しようとしていること

は理解していただけるものというふうに思っ

ております。 

この陳情は、市民との意見交換会の開催や現

状の運用指針について説明せよというような

内容になっておりますが、今も政務活動費の

運用指針は公表してありますし、またブラッ
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シュアップをしているところですので、動い

ている今の状況を説明せよというのはなかな

か難しいという実態もあります。  

現状で市民の方が疑念に思うようなことがあ

れば、各会派の使用状況を見ていただいて、

各会派の者を呼んで話をしていただくという

ような意見交換は今も十分にできる体制です。 

この陳情の思いについては大変理解できます

けれども、もう既にできているというような

思いでおりますので、改めてこれを今、採択

するという必要性は  内容について先ほど幾

つか否定をさせていただきましたので、その

点も御理解いただきたいと思います。公明党

としては、この陳情は不採択でいいと思いま

す。  

委員長    その他の意見はありませんか。  

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

次に、念のため確認いたしますが、本陳情を

継続審査とするとの御意見はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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委員長    それでは、引き続き、審査を継続します。  

      これより、令和２年分陳情第２号の討論に入

ります。 

      討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    討論なしと認めます。 

      それでは、令和２年分陳情第２号についてお

諮りいたします。  

      本陳情は、採択することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

〔賛成者挙手〕  

委員長    挙手少数であります。 

よって、令和２年分陳情第２号は不採択とす

ることに決定しました。 

以上で、本委員会に付託されました陳情の審

査を終了いたします。  

委員各位に御相談申し上げます。  

委員長報告については、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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委員長    それでは、そのように取り計らいます。 

次に、協議事項３番目、各会派で御検討をい

ただくことになっておりました意見書・決議  

についてであります。  

それでは、各会派で御検討いただきました結

果を順次お聞かせください。  

まず、１番目の「放課後児童クラブの整備・

拡充を求める意見書」について、御意見をお

聞かせください。  

佐藤委員   賛成です。 

東委員    賛成です。 

委員長    全会一致でありますので、議運として議員提

出議案とすることに決定いたしました。 

次に、２番目の「新たな過疎対策法の制定に

関する意見書」について、御意見をお聞かせ

ください。  

高田 重信委員 賛成です。  

東委員    賛成です。 

委員長    全会一致でありますので、議運として議員提

出議案とすることに決定いたしました。 
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次に、３番目の「ＩＲ推進法及びＩＲ整備法

の廃止を求める意見書」について、御意見を

お聞かせください。 

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。 

委員長    全会一致でありませんので、議運としては、

議員提出議案として取り扱わないことに決定

いたしました。

次に、４番目の「自衛隊の中東派遣に反対す

る意見書」について、御意見をお聞かせくだ

さい。 

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。 

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。 

次に、５番目の「新型コロナウイルス感染症

対策についての意見書」について、御意見を

お聞かせください。 



15

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   これは刻々と変化する中でもう既にやってき

ていることですので、改めて意見書として提

出する必要はなしということで、反対です。  

東委員    賛成です。 

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。 

次に、６番目の「長時間労働規制を更に強化

する法律の早期制定を求める意見書」につい

て、御意見をお聞かせください。  

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。 

東委員    賛成です。 

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。 

      次に、７番目の「習近平の国賓招待を撤回す

るよう国に意見書を提出するよう求める意見
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書」ついて、御意見をお聞かせください。 

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。 

東委員    反対です。 

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。 

最後に、８番目の「犯罪者・習近平の入国を

禁止するよう国に意見書を提出するよう求め

る意見書」ついて、御意見をお聞かせくださ

い。  

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。 

東委員    反対です。 

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。 

それでは、ここまでの協議内容について、事
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務局から確認させます。 

議事調査課長 それでは、ただいまの協議結果につきまして 

確認させていただきます。 

      全会一致となりましたのは１番、２番の２つ

です。３番から８番までは一致にならなかっ

たということでございます。  

次に、全会一致のものにつきましては、議会

運営委員会の委員の中で御提案をいただいて

おりますので、提案者を発表させていただき

ます。 

まず、１番目の「放課後児童クラブの整備・

拡充を求める意見書」につきましては議員提

出議案第２号で柞山委員から提案をお願いい

たします。  

次に２番目の「新たな過疎対策法の制定に関

する意見書」につきましては議員提出議案第

３号で佐藤委員から提案をお願いいたします。 

以上でございます。 

委員長    ただいまの説明のとおりでよろしいでしょう

か。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    それでは、そのように決定いたします。 
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次に、協議事項４番目、議員派遣の件につい

てであります。  

このことについて、お手元に資料を配付して

おりますが、この件は、２５日（水曜日）の

本会議において議題となる予定であります。  

そこで、この件については、会議規則第３７

条第３項の規定により提案理由説明及び委員

会への付託を省略したいと思いますが、その

ように進めることとしてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

      なお、この件における質疑及び討論の通告期

限についてですが、まず質疑については、３

月２４日（火曜日）の午後５時まで、討論に

ついては、同日、正午までにお願いします。  

最後に、今定例会最終日に当局から追加提案

されます「包括外部監査契約締結の件」につ

きましては、所管の総務文教委員長から、委

員会付託を省略することと決した旨の報告が

ありましたので、当日は提案理由説明、質疑

の後、委員会付託の省略を諮り、討論・採決

を行いますので、御承知おき願います。 

以上で、本日の協議事項は終了いたしました。 

次回の議会運営委員会は、３月２３日（月曜
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日）午前１０時から開催いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

これをもって、本日の議会運営委員会を閉会

いたします。 
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令 和 ２ 年 ３ 月 定 例 会 

（令和２年３月１８日） 

議 会 運 営 委 員 会 記 録 署 名 

委 員  長   金  厚 有 豊  

署名委員  髙  田 真 里  

署名委員  髙  道 秋 彦


